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2011 年 3 月 11 日に起こった東日本大震災とそれに続く東京電力福島第一原子力発電所事故は、科学

や技術に携わる人々全員にとって、決して忘れることができない出来事である。中でも、コンピュー

タ・シミュレーションを業として研究している者にとって、その感じ方は大きいものであったに違い

ない。なぜなら、最新のスーパーコンピュータとそれを十分に利用可能とする計算科学を用いても、

これらの事象を事前に予測し、対策を講じること等、殆どできなかったからである。しかし、これら

の不幸な出来事によって、研究者が自身の無力感だけを感じて終わっただけではなく、改めて、自然

現象や大規模なシステムの挙動を理解することの難しさを知り、今後の取組みに活かしていこうと真

剣に考える契機となった。 

自然現象や大規模な人工のシステムの挙動を理解するには、全ての自由度をくみ取り、シミュレー

ションすることは不可能であるため、重要な要素から成るモデルを構築し、それを数式で表現したと

ころで、計算機上でのシミュレーションが可能になる。その際、まず、重要な要素の選択において、

研究者の指向性が入り込む上、モデルの検証に際し、どんなに精緻な実験や観測を行ったとしても、

実験や観測には誤差が付いて回る。そして更に、数式が大自由度の非線形方程式であれば、ほんの僅

かな初期条件や境界条件の違いが全く異なる時間発展へと導くという内在する解の不安定性があり、

シミュレーションの妥当性を確認することは、容易ではないことが分かる。こうして、常にモデルに

見落としは無いか、実験/観測データに誤りはないか、経験的パラメータは妥当か、そして、得られた

解が十分に正しいものであるかの不安にさいなまれることになる。特に課題が極めて甚大な影響を与

えかねない事象であれば、その不安は深刻なものとなろう。近年、地球温暖化の議論が進んでいるが、

その対象は唯一無二の地球生態系の未来であり、その研究の成果がどれほどの影響を与えるものかを

想像すると、様々なモデル系の研究に真剣に取り組み、知見を積み上げる必要性があることが分かる。

様々な要素から構成され、それらがお互いに影響を与えながら時々刻々変化するシステムを複雑な系

と呼ぶなら、その取扱いについて、シミュレーション研究者は早急に学ぶ必要がある。 

話を原子力分野に戻すと、福島原発事故で溶け落ちてしまった核燃料はどこにどのような物理化学

形態で存在しているのか？溶け落ちる際に揮発し、その後、環境に重大な影響を与えた放射性ヨウ素

やセシウムの物理化学形態は炉内からその形態を変化させ、どのようにして地上や海上に降り注いだ

のか？それらの正確な理解は殆ど得られていない。その上、環境中に放出された放射性セシウムは、

現在どのような形態を取り、土壌表層に存在しているのか？一方、動きを示すその一部はどのような

変化を伴って環境中を移動するのか？そして、それらの生態系内での動態や影響等についても、未だ

に判然としないことがたくさんあることが分かる。このような難問だらけの状況において、シミュレ

ーション研究者はどのような立場で研究を進めていけばよいのだろうか？本講演では、その疑問に対

し一つの回答を示し、そして、システム計算科学センター・シミュレーション技術開発室の取組みを

紹介したい。 
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